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1．問題の所在
　デジタル技術は、社会、ビジネス、経済環境を

再構築し、会計業界にも大きな影響を与えている

といわれているが（Moll and Yigitbasioglu 2019）、
この変革は現在の会計業界に課題と機会の両方を

もたらすと考えられる。なぜならデジタル化は伝

統的な会計の役割を破壊するが、同時に会計士が

付加価値の高い活動に従事することを可能にす

る（Tsiligiris and Bowyer 2021）。中小企業では、会
計士の業務内容は記帳代行作業が消滅し、戦略的

意思決定の支援に重点を置くようになると予想さ

れている（ICAEW 2019; Savić and Pavlović 2023）。
実際、中小企業経営者は、コンプライアンス、デ

ジタル化の洞察、戦略的アドバイスのために、外

部会計士に依存するようになっている（Nuijten 
et al. 2020）。とはいうものの、中小企業が DXを
実施する際の外部会計士が果たす役割と中小企業

経営者との関係は依然として明らかではない。

　デジタル技術の導入と業績の相関関係を調査し

た研究では、業績に影響を及ぼすいくつかの要因

が特定されている（Lutfi et al. 2022; Malodia et al. 
2023）。しかし、企業経営者の認知特性がこの関
係にどのような影響を及ぼすかは、先行研究では

見過ごされてきた。特に意思決定が一元化されて

いる中小企業では、中小企業経営者のスキルと個

人の認知特性が、デジタル化を成功させるために

極めて重要であると考えられるが（Bresciani et al. 
2021）、デジタル技術の導入が中小企業経営者の
認知プロセスにどのような影響を与え、ひいては

業績にどのような影響を与えるかについての理解

は限定的である。本研究では、外部会計士のデジ

タル化に関する経営アドバイスが中小企業経営者

のデジタル自己効力感にどのような影響を与える

か、また、このことがデジタル化への取り組みと

業績との関連をどのように媒介するかを検討する

ことで、このギャップを解決する。中小企業経営

者の自己効力感に注目することで、本研究は、デ

ジタル・トランスフォーメーション（DX）による
中小企業の業績向上における外部会計士の調整的

役割を明らかとする。

　本稿の構成は以下の通りである。1の問題の所
在に引き続き、2は関連文献のレビュー、3は研
究の理論的根拠と仮説の設定、4は研究方法の詳
細、5はデータ分析結果の提示、6は結論、示唆、
限界、今後の研究の方向性について論じる。

2．先行研究の整理
2.1．中小企業のデジタル化と業績への影響
　中小企業は、デジタル技術を駆使してビジネ

ス・モデルを強化したり、競合他社との競争優位

性を得るために DXによる長期的成長を戦略的に
実現できるといわれている（Annarelli et al. 2021; 
Del Giudice et al. 2021）。しかしそのような可能性
に対して、多くの中小企業はデジタル化を単なる

特定のツールとしてしか考えておらず、ビジネ

ス・モデルを包括的に変える戦略としてみなして

いない（Kallmuenzer et al. 2023）。特に中小企業
経営者が効果的にリーダーシップを発揮すること

で、デジタル技術を活用して財務上および組織上

の利益を得ることができるといわれることがある

（Porfírio et al. 2021）。中小企業のデジタル化とは
「価値創造構造を再定義し、収益成長、コスト削

減などの業績に影響を与える度合」と定義されて

いる（Fabian et al. 2023）。AI、インダストリー 4.0
イノベーション、ビッグ・データなどのテクノロ

ジーは、企業価値と業績を高める上で極めて重要
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である（Denicolai et al. 2021; Barlette and Baillette 
2020）。
　先行研究では、デジタル化が業績に与える影響

について、その一般的なメリット、イノベーショ

ンを推進する要因、国際化におけるデジタル化の

役割などのテーマについて主に扱われてきた（Jin 
and Hurd 2018; Magni et al. 2021）。その中でもい
くつかの研究は、デジタル化と企業業績の関係に

おける、経営者の印象、デジタル戦略、デジタル

自己効力感、などの媒介要因についても調査して

いる（Tortorella et al. 2021; Truant et al. 2021; Hung 
et al. 2023; Arifin et al. 2023）。例えば、Tortorella 
et al. （2021）では、インダストリー 4.0テクノロ
ジーを企業内に導入する際に、従業員の経営参

画が業績を高めることを発見した。また Truant 
et al.（2021）は、デジタル化に対する経営者の
印象（perceptions）が業績に影響を与え、かつ彼
らの認知能力がデジタル化の影響に重要な役割

を果たしていることを示した。同様に Al-Omush 
et al.（2023）は、製造業の中小企業を対象とし
た研究で、経営者のデジタル技術を扱える能力

（digital capability）がデジタル戦略と競争力との結
びつきを有意に強化することを発見した。さらに
Hung et al.（2023）は、特に経営者のデジタル・リー
ダーシップ（digital leadership）が意思決定の質と
企業の業績を高めることを明らかにした。この研

究結果では、中小企業経営者のデジタル技術に関

して発揮するリーダーシップが、DXを成功に導
く上で極めて重要であることが示された（Abbu 
et al. 2022）。

2.2．外部会計士のアドバイスの効果
　会計のデジタル化問題であるか否かにかかわら

ず、外部顧問税理士・会計士（外部会計士）は、

特に戦略的意思決定において経営陣をサポートす

るために、今後も引き続き重要であると考えられ

ている（ICAEW 2019）。デジタル時代においては、
会計士の役割は、単なる財務情報作成支援者から、

戦略的プロセスにおけるアドバイザーへと変化し

ているといわれる（Savić and Pavlović 2023）。し
かし、中小企業が外部の会計サービス（アドバイ

ス）から得られる便益については、先行研究の中

でさまざまな見解が示されている。特に業績に対

する正の効果を示す研究がある一方で（Bruyckere 
and Everaert 2021; Radulović and Savić 2024）、中小
企業経営者が外部会計士のサービスを限定的にし

か利用していないため決定的な証拠を見出せない

という研究結果もある（Oosthuizen et al. 2020）。
　ほとんどの先行研究は、外部会計士によるアド

バイスと企業業績との間に有意な関係があること

を示しているが、その関係に対する調整効果を検

討した研究はほとんどない。例えば、Bruyckere 
et al.（2020）は、中小企業経営者と会計士との
間に強い相互理解があれば、経営アドバイスへ

の信頼が高まり、間接的に財務健全性の強化に

寄与することを明らかにした。同様に、Maiyo 
et al.（2023）は、ケニアの中小企業において、中
小企業経営者の外部会計士への業務アウトソーシ

ングの意思決定が、信頼と業績の関係を媒介する

ことを指摘している。また Gyamera et al.（2023）
では、ガーナの中小企業経営者の IT利用の印象
（perception）が、外部会計士によるアドバイスと
会社業績との正の関係を調整することを示してお

り、この発見は、デジタル化に対する中小企業経

営者の印象が会計士のアドバイスによって影響を

受けることを示していると考えることができる。

とはいうものの、外部会計士が中小企業経営者の

デジタル化に対する認知や、加えて業績にどのよ

うな影響を与えるかについては、まだ十分に調査

されていない。

3．理論的フレームワーク
3.1．媒介変数としてのデジタル自己効力感
　本研究の理論的根拠は、もともとアルバート・

バンデューラ（Bandura 1977; 1986）によって提
唱された社会的認知理論（Social Cognitive Theory: 
SCT）に基づいている。SCTは、特定の結果を達
成するために必要な行動を実行する能力に対する

個人の信念が、どのように行動や態度に影響する

かを説明するための理論である。この理論の中心

的な構成要素である自己効力感（self-efficacy）と
は、起業家、CEO、中小企業経営者らの役割を含
む、特定の結果を達成するために必要な行動を実

行する能力に対する信念のことである（Bandura 
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1977）。本研究では、SCTに基づき、中小企業の
業績はデジタル技術の採用のみならず中小企業

経営者の自己効力感にも関係があると仮定する。
SCTによれば、中小企業経営者はデジタル化に取
り組むにつれ、デジタル技術の使用経験と自信を

獲得し、それによってデジタル技術に関する自己

効力感が強くなり、デジタル化の成果に対する印

象も改善すると考える。先行研究もこのプロセス

を支持しており、デジタル技術の導入が経営者の

自己効力感を高めることを示している（Lex et al. 
2020）。
　中小企業経営者は、自分のデジタル技術を活用

する能力が高まっていると感じるようになると、

デジタル化を有益なものと捉え、その結果に対し

て前向きな姿勢をとるようになる。このような姿

勢は、デジタル技術による問題解決をより確信を

持って戦略的に事業運営に取り入れていくことを

促す。デジタル技術の導入が成功すれば、業務効

率の改善、コスト削減、市場調査の拡大、顧客サー

ビスの強化など、目に見えるビジネス上のメリッ

トがもたらされ、これらはすべて、収益や利益率

の向上など、財務業績の改善に直接貢献すると考

えられる。

　多くの研究が中小企業のデジタル化と業績の有

意な関係を強調している一方で、デジタル導入に

おける中小企業経営者の自己効力感の役割を検証

した研究は少ない。その数少ない先行研究の中

で、Arifin et al.（2023）はマレーシアの零細起業
家からデータを収集し、自己効力感がデジタル技

術導入とビジネスの成功の関係を有意に媒介する

ことを発見した。また Al-Omush et al.（2023）は
パキスタンの中小企業経営者を対象に調査を実施

し、彼らのデジタル・ケイパビリティが技術導入

と持続的競争力の間の媒介因子として機能するこ

とを明らかにした。デジタル・ケイパビリティは、

自己効力感のような認知的要因ではないが、この

研究は、中小企業経営者のデジタル技術に対して

の心理的印象が、必要不可欠なデジタル・スキル

採用や何らかの企業成果につながっていることを

示している。しかし、Arifin et al.（2023）と Al-
Omush et al.（2023）は中小企業経営者のデジタル
自己効力感や認知的側面を扱ってはいるが、会計

的観点からデジタル化の問題に焦点を当てたもの

ではない。

　会計学の領域では、ヨルダンの中小企業におけ

る経理担当者のデジタル技術を導入した会計シス

テム（DAS）の利用継続意向に影響する要因を調
査した研究がある（Lutfi 2022）。Lutfi（2022）は、
DASに対する経理担当者の自己効力感がその使
いやすさと有用性の印象に影響し、結果として、
DASの利用継続に対する行動意図に影響すること
を発見した。この結果は、経理担当者のデジタル

自己効力感の上昇によって、彼らが将来に DAS
をもっと使用したいという思いが増幅することを

示した。同様に、Alamin et al.（2020）は、デジタ
ル化した会計システムに対する職業会計士のデジ

タル自己効力感が影響を与える要因を調査し、彼

らの自己効力感が行動意図に重要な影響を与える

ことを明らかにした。しかし、これらの研究は中

小企業経営者ではなく会計士に焦点を当ててい

る。以上の議論を踏まえ、本研究の第一の仮説を

以下のよう設定した。

H1：会計のデジタル化における中小企業経営者の
自己効力感は、デジタル化と業績との関係を有意

に媒介する。

3.2．調整変数としての外部会計士のアドバイス
　本研究で適用した社会的認知理論（SCT）は、
個人的要因、環境的影響、行動の 3つの変数の
相互作用に注目した理論である（Bandura 1977; 
1978）。SCTによれば、行動、個人的要因、環境
的要因は継続的に相互作用し、互いに影響し合う

とされており、この関係は相互決定性（reciprocal 
determinism）と定義されている。本研究における
行動とは、企業におけるデジタル技術の実際の導

入を意味し、個人的要因とは、中小企業経営者が

デジタル技術を使用する能力について抱いている

信念（すなわち、自己効力感）を意味する。中小

企業経営者は、デジタル技術をうまく企業に導入

できる能力があると信じている（すなわち自己効

力感が高い）場合、これらの技術を会計システム

やサービスと統合しようとする可能性が高くな

る。そして、外部会計士からのアドバイスは環
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境要因とみなされる。これらの 3つの要素は継
続的に相互作用すると考えられる。特に SCTは、
ある環境における行動を形成する際の自己効力

感の役割について注目する理論である（Bandura 
1978; Wood and Bandura 1989）。 例 え ば Gyamera 
et al.（2023）では、会計士によるアドバイスが、
デジタル化に関する中小企業経営者の認知的要因

（知覚的有用性と知覚的使いやすさで測定）とそ

の後の財務業績にどの程度影響するかを検証して

いる。しかし先行研究には、会計士のアドバイス

がデジタル化に関する中小企業経営者の自己効力

感に与える影響を具体的に検討した研究はない。

　また SCTは相互決定性に影響を与える要因を
説明することができる。例えば、中小企業経営者

が会計士（環境）の支援を受けてデジタル化導

入（行動）を成功させることができれば、デジタ

ル技術を採用する自信（個人的要因）が強くなる

ことが予想されるが、これは習得経験（mastery 
experiences）として説明できる現象であると考え
られる（Bandura 1997; Usher and Pajares 2008）。さ
らに外部会計士によるデジタル化のアドバイス

（環境）は、言葉による説得（verbal persuasion）で
あり（Bandura 1986; Yusof et al. 2019）、中小企業経
営者のデジタル自己効力感を高める要因と考える

ことができる。さらにこのプロセスでは、感情的・

心理的状態が重要な役割を果たす。例えば、会計

士から感情的な支えを得られれば、中小企業経営

者のストレスが軽減され、自信や信念を高めるこ

とができる。Bruyckere et al.（2020）は、中小企業
経営者と会計士との間の相互信頼が重要な調整変

数となり、結果として会計士のアドバイスと企業

の財務健全性との関係を強めることを示した。こ

の知見は、会計士からの精神的サポートが心理的

負担を軽減し、中小企業経営者の自己効力感を醸

成することを示している。以上の考察に基づき、

本研究の第 2の仮説を以下のように設定した。

1）  本研究は、関西学院大学の倫理審査委員会の承認を得ており（承認番号：2024-10）、すべての手続きは同大学の定める倫理基準
に従って行われた。

2）  例えば、従属変数を構成する重要な変数のひとつは企業業績であり、被験者に「デジタル化は企業の収益性を高めたか（PFM2）」
という質問をし、参加者にはこの質問に対して、「全くそう思わない」から「全くそう思う」までの 7段階のリッカート尺度を用
いて回答するよう求めた。また「わからない」という回答選択肢も追加した。「わからない」という選択肢を選んだ 59人の回答は、
会社のデジタル化に関して正確な意見や考えを持っていない可能性があり、分析を歪める可能性があると考えられるため除外した。

H2：外部会計士にアドバイスを求める中小企業経
営者のデジタル技術を会計業務に活用する自己効

力感は、アドバイスを求めない中小企業経営者と

比較して、企業のデジタル化の度合と財務業績の

関係により強い媒介効果を与える。

4．研究の方法
4.1．データ収集
　本研究の被験者は、兵庫県と広島県の中小企業

家同友会に加盟する中小企業経営者である 1）。デー

タは、2024 年 5月 27日から 6月 27日の間に、
SurveyMonkey（www.surveymonkey.com）を利用し
たオンライン調査によって収集した。中小企業家

同友会の全会員（n=2,538）にアンケートへのリン
クを Eメールで配信し、アンケート締切日までに
229件の回答を得た。10件の不完全回答を除外し、
219件の回答が残った。さらに、いくつかの質問
項目（従属変数と媒介変数）で「わからない」を

選択した 59件の回答を除外した 2）。これにより最

終的に 160人の有効回答が得られ、回答率は 6.30％
となった。なお兵庫県と広島県の被験者間で人口

統計量および主要変数に有意差は認められなかっ

た。

4.2．質問票の作成
　アンケートは、人口統計量データに加え、

（1）デジタル化の度合、（2）企業の財務業績の影
響、（3）中小企業経営者のデジタル自己効力感、
（4）デジタル化された会計システムに対する外部
会計士のアドバイスの 4つの主要な項目で構成さ
れている。

（1）デジタル化の度合（DDX）
　DDXの度合は、Truant et al. （2021）を参考にし
たもので、5段階リッカート尺度を用いてデジタ
ル化の段階を測定した。この 5段階は、「導入程
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度が不明な段階」、「費用便益分析段階」、「初期導

入段階」、「中間段階」、「日常的実施段階」を用いた。

これらの段階は、デジタル・ツールに対する認識

の欠如（「導入程度が不明な段階」）から完全な統

合（「日常的実施段階」）まであり、段階が進むほ

どデジタル化レベルが高いことを示す。

（2）企業の財務業績の影響（SMEP）
　財務業績は、収益と利益の成長に基づく 2つの
項目を用いて評価した（Fabian et al. 2023; Khayer 
et al. 2020）。被験者は PFM1（収益への影響）と
PFM2（損益への影響）について回答し、この 2
数値を平均して集計した業績変数（SMEP）を計
算し、分析を行った。

（3）中小企業経営者のデジタル自己効力感（DSE）
　デジタル自己効力感（DSE）は、中小企業経営
者がデジタル技術をビジネスや会計業務に活用す

る自信・信念を評価した。この尺度は、デジタル

技術を駆使して特定のタスク（会計、顧客満足、

社内業務効率化、従業員の経営参画など）を実行

する能力に対する自己効力感に基づいており（Liu 
and LiFang 2017）、先行研究（Lutfi 2022; Alamin 
et al. 2020）でも利用されていたものである。主な
質問は以下の通りである。

―DSE1： 意思決定に有用な会計情報作出のために
デジタル技術を活用する能力に対する自

信（Lutfi 2022; Alamin et al. 2020）
―DSE2： 会計情報の利用者と作成者の両者のニー

ズに合致した会計プロセス改善のために

デジタル技術を活用する能力に対する自

信（Wang et al. 2022）
―DSE3： 顧客満足度と企業の評判を高めるために

デジタル技術を活用する能力に対する自

信（Cao et al. 2022）
―DSE4： 社内業務最適化のためにデジタル技術を

活用する能力に対する自信（Fabian et al. 
2023）

―DSE5： 従業員の経営意思決定への関与を高め、
信頼と開放性を醸成し、業績向上につな

げるためにデジタル技術を活用する能力

に対する自信（Aliyu 2019; Amoako et al. 
2021; Tortorella et al. 2021）

（4）�デジタル化された会計システムに対する外部
会計士のアドバイス（EXA）

　先行研究では、外部会計士のアドバイスの種類

として、戦略、コンプライアンス、人事、情報

技術、後継者育成などが挙げられている（Nuijten 
et al. 2020）。本研究では会計システムのデジタル
化、すなわち情報技術に焦点を当て、この領域で

中小企業経営者が外部会計士に助言を求めるかど

うかを、はい／いいえ項目（EXA）を用いて尋ね、
自己効力感や潜在的な業績への影響を判断した。

5．データ分析と結果
5.1．デジタル化の度合
　本研究の分析は、デジタル化の度合（DDX）の
度数分析から実施した。DDX分析の結果は図表 1
となる。結果によれば、回答者の 14.38％が、業
務、サポート、管理プロセスにおいて、デジタル

の導入と統合を高いレベルで達成したと回答して

いた（ステージ 5）。さらに、回答者の 58.11％が、
デジタルの導入と統合がまだ完全には完了してい

ない移行段階（ステージ 3と 4）にあると回答した。
残りの 27.50％の回答者はステージ 1と 2にあり、
現在デジタル化をほとんどあるいは全く実施して

いないと考えられた。同じ質問項目を使ってイタ

リアの上場企業を調査した Truant et al.（2021）の

図表 1：デジタル化の度合

デジタル化の度合 度数 (n) 割合 

ステージ 1: 導入程度が不明な段階（Unknown phase） 24 15.00% 

ステージ 2: 費用便益分析段階（Cost-benefit analysis phase） 20 12.50% 

ステージ 3: 初期導入段階（Early adoption phase） 38 23.75% 

ステージ 4: 中間段階（The intermediate phase） 55 34.36% 

ステージ 5: 日常的実施段階（Routine phase） 23 14.38% 

合計 160 100.00% 
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先行研究では、デジタル化の実施段階、移行段階、

導入段階について、それぞれ 12.93％、52.59％、
34.48％と報告している。Truant et al.（2021）と比
較して、本研究はデジタル化の度合がより高度な

デジタル統合に進行していると判断できるが、こ

れは分析時期や調査対象企業の規模の違いによる

ものと考えられる。

5.2．自己効力感の媒介効果
　上述した研究仮説を検証するために、デジタル

化の度合（DDX）と中小企業の業績（SMEP）の
2つの変数を用いて媒介分析を行った。総合効果
（=c）は、DDX（独立変数）と SMEP（従属変数）
の間の相関関係を示す（図表 2）。この関係のも
とで、様々なビジネス機能に関する中小企業経営

者のデジタル技術に対する自己効力感が、理論的

に DDXと SMEPの間の媒介因子となることが想
定できた。そこで本研究では、中小企業経営者の

自己効力感の間接効果（a*b）が、中小企業のデ
ジタル化の度合（DDX）と業績（SMEP）の相関
関係を媒介するという仮説を立てた。この分析目

的に基づき、Andrew F. Hayesが SPSSで開発した 
「PROCESS for SPSS version 4.2 beta」というマクロ
を用いてブートストラップ法を実施した（Hayes 

3）  Sobel検定は、モデルに媒介変数を含めた後の独立変数の効果の減少が有意な減少であるかどうか、したがって媒介効果が統計
的に有意であるかどうかを判定する特殊な t検定である（Sobel 1982; 1986）。

2018）。間接効果の検定のために、5,000回のブー
トストラップ標本でバイアス補正された 95％信頼
区間を推定した。結果は、信頼区間にゼロが含ま

れない場合、間接効果は有意な媒介変数であると

解釈できた（Hayes 2018）。
　分析のモデルとしては、デジタル化に関す

る 5つの特定の自己効力感尺度（DSE1、DSE2、
DSE3、DSE4、DSE5）を媒介変数として相関関係
に組み込み、多重媒介分析を行った。この分析で

は、独立変数と従属変数をそれぞれデジタル化の

度合（DDX）と業績（SMEP）とした。分析モデ
ルは、外部会計士からのアドバイスを求めるか否

かに基づき、3つの異なるサンプル・セットを作
り分析を実施した。すなわち、全サンプルのモデ

ル α、ACADグループのみを含むサンプルのモデ
ル β、Non-ACADグループのみを含むサンプルの
モデル γの 3つのモデルでそれぞれ分析を行った。
　図表 2に示した結果は、5,000回のブートス
トラップ標本に基づくバイアス補正 95％信頼区
間（BC95％CI）で、いくつかの変数の間接効果
が 3つのモデル（α, β, γ）すべてにおいて有意で
あったことを示した。また BC95％CI検定（Hayes 
2018）に加え、媒介効果の有意性を検討するため
に Sobel検定 3）（Sobel 1982; 1986）を実施し、中小

 モデル  

全サンプル 

(n =160) 

モデル  

ACAD グループ 

 (n = 85) 

モデル  

Non-ACAD グループ  

(n = 75) 

 
効果 

(p 値) 

信頼区間 

BC95%CI 

最低/最大 

効果 

(p 値) 

信頼区間 

BC95%CI 

最低/最大 

効果 

(p 値) 

信頼区間 

BC95%CI 

最低/最大 

総合効果(c) 
0.417*** 

(0.000) 

0.244 

/0.591 

0.386*** 

(0.003) 

0.131 

/0.640 

0.466*** 

(0.000) 

0.230 

/0.702 

直接効果(c’) 
0.009 

(0.896) 

-0.124 

/0.141 

-0.016 

(0.859) 

-0.198 

/0.165 

0.025 

(0.805) 

-0.173 

/0.222 

間接効果       

DSE1 (a1*b1) 
0.124*** 

(0.005☨) 

0.028 

/0.239 

0.132** 

(0.029☨) 

0.025 

/0.279 

0.103 

(0.202☨) 

-0.118 

/0.311 

DSE2 (a2*b2) 
0.029 

(0.520☨) 

-0.062 

/0.131 

0.073 

(0.206☨) 

-0.024 

/0.218 

-0.045 

(0.605☨) 

-0.238 

/0.171 

DSE3 (a3*b3) 
0.108*** 

(0.007☨) 

0.023 

/0.222 

0.069 

(0.224☨) 

-0.060 

/0.221 

0.133** 

(0.034☨) 

0.021 

/0.292 

DSE4 (a4*b4) 
0.084 

(0.140☨) 

-0.024 

/0.208 

-0.001 

(0.986☨) 

-0.126 

/0.137 

0.241** 

(0.025☨) 

0.048 

/0.466 

DSE5 (a5*b5) 
0.063** 

(0.035☨) 

0.003 

/0.150 

0.128** 

(0.017☨) 

0.027 

/0.254 

0.010 

(0.802☨) 

-0.070 

/0.127 

*** 1%で統計的に有意、**5%で統計的に有意、*10%で統計的に有意 

☨Sobel 検定 p 値 
 

図表 2：媒介分析
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企業経営者の自己効力感の有意な媒介効果を示す

統計的証拠を得ることができた。

　これらの分析結果より、中小企業におけるデジ

タル化の度合が高いほど、意思決定のための効果

的な会計情報（DSE1）を生成するためにデジタル
技術を活用する際の中小企業経営者の自己効力感

が高く、かつその結果、中小企業の業績（SMEP）
が高いことが示された（モデル α：a1*b1=0.124、
p<0.01）。また、デジタル化の度合が高いほど、企
業イメージや評判を促進するためにデジタル技術

を活用することに対する自己効力感（DSE3）が
高く、それが中小企業の業績（SMEP）にプラ
スの影響を与えることも判明した（モデル α：
a3*b3=0.108、p<0.01）。さらに、従業員の経営参画
のためにデジタル技術を活用することに対する自

己効力感（DSE5）の媒介効果も、デジタル化と業
績との関係に有意かつ正の影響を与えることがわ

かった（モデル α：a5*b5=0.063、p<0.05）。なおモ
デル αにおいて、直接効果（c’=‒0.124、p=0.141）
が有意でないことは、中小企業経営者の自己効

力感による完全な媒介効果が存在すると解釈でき

る 4）。結果として、DSE1、DSE3、DSE5に関して
仮説 1を支持する分析結果を示すことができた。

5.3．外部会計士のアドバイスの調整効果
　仮説 2の目的は、会計システムのデジタル化に
関する外部会計士のアドバイスが、中小企業経営

者のデジタル自己効力感に影響を与え、ひいては

企業の業績に影響を与えるかどうか、その調整効

果を調査することである。この関係を検証する最

も有効な方法は、調整媒介分析を実施することで

あったが、アドバイスに関して収集した本研究の

データは、連続変数ではなくカテゴリカル変数（は

い／いいえ）であったため、Hayes（2018）の調
整媒介分析実施の前提に合致しなかった。この問

題に対処しつつ分析を行うために、EXAの質問項
目への回答（はい／いいえ）に基づいてデータセッ

トを、デジタル化された会計システムに関して外

部会計士にアドバイスを求めたと回答した参加者

4）  完全な媒介効果とは、媒介変数が存在しない場合にのみ、2つの変数の直接効果が有意になる状態をいう。媒介変数が存在すると、
この直接効果は有意でなくなり、間接効果は有意になる。

を ACAD（n=85）と分類し、アドバイスを求めな
かった参加者を Non-ACAD（n=75）と分類した。
　次に、統計的な結果の違いを比較するため

に、各グループについて別々の媒介分析を行った

（図表 2の ACADのモデル β、Non-ACADのモデ
ル γ）。その結果、ACADでは、意思決定に有用な
会計情報を生み出すためにデジタル技術を使うこ

とに対する中小企業経営者の自己効力感（DSE1）
が、デジタル化と業績との関係に有意な媒介効果

を有することが示された（モデル β：a1*b1=0.132、
p<0.05）。しかし、Non-ACADグループについて
は、DSE1の有意な効果は認められなかった（モ
デル γ：a1*b1=0.103、p=0.202）。また、従業員の
経営参画を高めるためにデジタル技術を活用する

中小企業経営者の自己効力感（DSE5）は、ACAD
グループでのみ有意な媒介効果を示したが（モデ

ル β：a5*b5=0.128、p<0.05）、Non-ACADグループ
では DSE5の有意な媒介効果は認められなかった
（モデル γ：a5*b5=0.010、p=0.802）。
　対照的に、Non-ACADグループは、企業イメー
ジや評判を促進するためにデジタル技術を利用す

る自己効力感（DSE3）が有意な媒介因子（モデル
γ：a3*b3=0.133、p<0.05）であったが、ACAD グ
ループではこの変数の媒介効果は有意ではなかっ

た（モデル β：a3*b3=0.069、p=0.224）。同様に、
Non-ACADグループは、業務効率最適化のための
デジタル技術利用に関する自己効力感（DSE4）が
有意な媒介因子であることを明らかとした（モデ

ル γ：a4*b4=0.241、p<0.05）のに対し、DSE4 は
ACADグループにおいて媒介効果は有意ではな
かった（モデル β：a4*b4=-0.001、p=0.986）。最後
に DSE2については、ACADグループ（モデル β：
a2*b2=0.073、p=0.206）、Non-ACADグループ（モ
デル γ：a2*b2=‒0.045、p=0.605）ともに有意な結
果は得られなかった。

　これらの結果は、被験者の自己効力感は企業の

業績に影響を与えるが、加えて外部会計士から受

けるアドバイスによって自己効力感の効果が高ま

るタスクとそうでないタスクが存在することが明
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らかとなった。

6．解釈と結論
　本研究は、中小企業におけるデジタル化の進展

が中小企業経営者のデジタル自己効力感を有意に

高め、業績にプラスの影響を与えることを統計的

に実証した。具体的には、デジタル会計システム

に関して外部の会計士にアドバイスを求める中小

企業経営者は、意思決定に有用な会計情報の作成

と従業員の経営参画のためにデジタル化を活用す

る自己効力感が高く、かつこの高い自己効力感が、

企業の高い業績に有意に結びついていることが明

らかとなった。一方、外部会計士に同じようなア

ドバイスを求めない中小企業経営者の場合、顧客

満足や社内業務最適化におけるデジタル化利用に

対する自己効力感が高く、かつこの高い自己効力

感が業績に正の影響を与えていた。

　これらの分析から得られた知見としては、まず

は、会計士のアドバイスが中小企業経営者の自己

効力感に有効に働き、それが業績に影響を与え

たという調整効果は、対象を会計士として実施

された類似の先行研究（Arifin et al. 2023; Widarno 
2021）で示された結果と一致しており、本研究の
データでも社会的認知理論（SCT）を追証するこ
とができたといえる。先行研究では、特に SCTの
習得経験と言語的説得の機能が強調されていたが

（Bandura 1986; 1997; Usher and Pajares 2008; Yusof 
et al. 2019）、本研究も同じく SCTが提唱している
これらの機能に基づき、外部会計士という環境要

因が経営者の行動に影響を与えたことを示した結

果が得られた。

　さらに本研究は、会計士のアドバイスが意思決

定に有用な情報を提供する会計のためにデジタル

技術を利用する際の中小企業経営者の自己効力感

を高めることを示した。この点は、会計士は信

頼できるアドバイザーとして、中小企業経営者が

デジタル技術を効果的に導入する能力を高めると

した Bruyckere et al.（2020）と同様の結果を示し
たことになる。また本研究では、会計士のサポー

トによって従業員の経営参画のためにデジタル技

術を使う経営者の自己効力感が高まり、かつ業績

向上につながることを示したが、これはデジタル

化したシステムを活用して促進した従業員の経営

参画が会社の意思決定に正の影響を与えること示

した Amoako et al.（2021）の研究成果に類似した
結果であった。一般的に、効果的な従業員の経営

参画は組織の成功に不可欠であるといわれるが

（Aliyu 2019）、従業員の経営参画を促す目的でク
ラウド会計システムの統合を会計士が推奨する事

例を示す先行研究もあり（Ma et al. 2021）、本研究
の分析結果から明らかとなった従業員の経営参画

のための経営者のデジタル自己効力感と業績、お

よびアドバイスの関係性について、先行研究の結

果と整合的に説明できることが明らかとなった。

　反対に、外部会計士に対して会計デジタル化

に関するアドバイスを求めない中小企業経営者

（Non-ACAD）は、企業イメージの向上や社内業務
の最適化といった分野で利用するデジタル技術に

対する自己効力感が、業績に与える影響を媒介す

る分野に重点を置いていることが本研究の結果か

ら明らかとなった。例えばこれらのデジタル技術

は、企業イメージ向上のためのソーシャル・ネッ

トワーク・サービスなどを使ったマーケティング

戦略や、一般的なクラウド・サービスなどを活用

した業務最適化など、会計とは関わりのない業務

機能における技術が、その具体例であると考えら

れる。本研究の Non-ACADに関する分析結果は、
アドバイスを求めない経営者グループが、マーケ

ティング戦略、事務効率化、顧客管理や在庫シス

テムのようなデジタル戦略について、会計・経理

業務以外を得意とする会計士以外のコンサルタン

トに相談している可能性を示しており、これはア

ドバイザーの選択に関する今後の研究の可能性を

示している。

　また本研究結果では、インベスター・リレーショ

ンズ（IR）のための経営者のデジタル自己効力感
が業績に及ぼす媒介効果が ACASと Non-ACAS
の両グループともに有意な効果として観察されな

かった点は、銀行や監督官庁など、より狭い範囲

のステークホルダーとの関わりを主とする中小企

業にとって、この業務分野のデジタル化はそれほ

ど重要ではない可能性が示された（Honjo and Ha-
rada 2006）。中小企業は一般的に IRのデジタル化
を優先しておらず（Wang et al. 2022）、株主との関



－ 13 －

中小企業経営者のデジタル自己効力感と企業業績の関係に対する外部会計士からのデジタル化に関するアドバイスの調整効果

係がより重要な意思決定要素である大企業とは異

なると解釈できる。

　本研究の結果にはいくつかの重要な示唆が含ま

れる。第一に、外部会計士のデジタル化に関する

アドバイスは中小企業（SME）の業績を支える上
で重要な役割を果たしており、特に経営者のデジ

タル技術に関する自己効力感を高める役割を担わ

なくてはいけない。このため、会計士がデジタル・

スキルを継続的に向上させていく必要性が指摘で

きる。しかし会計業界では会計士のデジタル・ス

キルに関する習熟度の欠如が指摘されており、今

後も適切なトレーニング機会がなければ社会が求

める会計士に対する役割への期待を全うできな

い（Damergi and Salimi 2021; Moll and Yigitbasioglu 
2019）。Awang et al. （2022）は、会計士がデジタル
技術に関して信頼できるアドバイスを継続的に提

供するためには、職業会計士団体が継続的に研修

を実施するスキームを構築すべきであることを提

案している。第二に、技術的なスキルに加えて、

会計士の共感や相互理解といった認知的な能力も

育成する必要がある。これは、デジタル・ツール

に対する中小企業経営者の自信や自己効力感を高

めるために重要であると考えられる。Bruyckere 
et al. （2020）は、会計士と中小企業経営者の強い
信頼関係が財務健全性に良い影響を与えることを

示した。また Tsiligiris and Bowyer （2021）はこの
特質を感情的知性と表現しており、信頼を築き中

小企業経営者の自己効力感を強化するために不可

欠であると述べている。したがって、外部会計士

は、共感と信頼構築に基づくアドバイスを通じて

中小企業の DXを支援し、結果が業績に反映され
るために重要な役割を果たすと考えられる。

　最後にこの研究には一定の限界がある。第一に、

データ収集はある時点の限られたサンプルで行わ

れた。本研究の中小企業経営者は、主に中小企業

家同友会の会員であり、その会員の特徴である責

任ある企業経営に取り組む意欲的な中小企業経営

者である傾向がある。したがって、このサンプル

はより広範な中小企業経営者を表していない可能

性があり、多様な中小企業経営者からデータを収

集した場合には、調査結果が異なる可能性がある。

第二に、本研究では中小企業経営者の心理的側面

を探るために統計分析を用いた。しかし統計的研

究は、心理学的研究の再現性、特に因果関係を推

論するためには最適な研究方法ではないかもしれ

ない。したがって、量的方法を採用した研究成果

の一般化の可能性には限界があり、慎重に解釈す

べきである。このような制約があるにもかかわら

ず、本研究は、中小企業経営者のデジタル自己効

力感と連動した外部会計士のアドバイスが、企業

の業績にどのような影響を与えるかに関する新し

い証拠を示した研究であるといえる。
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